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あらまし：近年，大学における初年次ゼミ等においては，スタディ・スキルやソーシャル・スキルに関す

る教育の実施が求められている．このような中，著者らは，リフレクション支援ツール「RePraCard」を

開発し，さらには，本ツールを活用して，初年次ゼミ形式の授業において，スタディ・スキル等のトレー

ニングに関する教育実践を行ってきた．本稿では，「RePraCard」を活用した初年次ゼミ活動時におけるグ

ループワークをサポートするために実装した「クラスルーム」機能について述べる． 
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1. はじめに 

近年，大学等では，「初年次ゼミ」として位置付け

られる授業において，スタディ・スキル教育の実施

が求められている．また，スタディ・スキルと合わ

せてソーシャル・スキルに関する内容も学習活動に

含めることが有効とされている(1)． 

このような中，著者らは，リフレクション支援ツ

ール「RePraCard」の開発を行い，また，本ツールを

活用して，筆頭著者が担当する初年次ゼミ形式の授

業「人間力セミナー」において，スタディ・スキル

等のトレーニングに関する教育実践を行ってきた
(2)・(3)．具体的には，アンケート調査の設計と実施，

調査結果（データ）の整理・分析，分析結果に基づ

いたレポートの作成，発表用資料の作成とプレゼン

テーション，といった一連の取り組みを課題として

学生に課し，さらには，学生が授業内・外で行った

活動内容や，それに伴う気づきやふり返りの内容と

いったものを RePraCard に記録し，繰り返し参照す

ることによって，授業内活動と授業外活動が密接に

連動した学習活動となるよう，指導を行った． 

本稿では，まず，2章において，RePraCardの基本

機能であるリフレクション支援機能について概説す

る．本機能を用いることで，上述したような授業内・

外の活動が密接に連動した学習活動となるように，

学習者を導くことが可能になると考える．次に，3

章で，RePraCard の拡張機能ともいえる「クラスル

ーム」機能について述べる．本機能は，スタディ・

スキルと合わせてソーシャル・スキルに関する学習

活動を進めていく際に行われる「クラス全員での活

動」や「グループでの活動」をサポートするために

設計され，搭載された．この二つの機能はシームレ

スな連携が可能となっているため，両機能を効果的

に用いることで，スタディ・スキルやソーシャル・

スキルに関する学習活動の展開・進行が，よりスム

ーズに実施できるようになると考える． 

 

2. リフレクション支援機能 

ここでは，「RePraCard」のリフレクション支援機

能について，概説する．まず，学習者は，RePraCard

上で，自身が行った活動の内容や，気づきやふり返

り等の内容を，【カード】として自由に登録・管理す

ることが可能である（【カード】には，「コメント」

の入力に加え，写真などの「ファイル」の添付も可

能）．また，学習者は，各自の【学習テーマ】を設定・

登録することが可能であり（授業者から課される場

合もある），【学習テーマ】ごとに【スケジュール】

の設定も可能である．さらには，各【学習テーマ】

ごとに，【学習の記録】が管理可能となっており，【学

習の記録】には，自身が作成したファイル等を蓄積

することが可能となっている．加えて，RePraCard

では，【学習テーマ】ごとに【カード】を関連付けた

り，関連付けを解除したりすることが可能となって

いて，学習者は，【学習テーマ】ごとに【学習の記録】

と【カード】の関係を適切に編集・更新する活動を

継続して進めることによって，自身のふり返り活動

をより深めていくことが可能となっている(3)． 

 

3. 「クラスルーム」機能 

この章では，実際の「RePraCard」の画面を用いな

がら，「クラスルーム」機能について概説する． 

図 1 左は，学習者用 ID 側から見た「クラスルー

ム」機能のトップ画面である． 
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学習者用 IDでは，図 1の①から，「先生からのお

知らせ」を確認することが可能となっている．なお，

授業者用 ID では，クラスに登録されている学習者

用 ID に対して，「お知らせ」を通知したり，「ファ

イル」を提供したりすることが可能となっている．

授業者は，この機能を用いることで，グループワー

クの内容や，事前に行っておくべき活動といった，

各種の指示を学習者に対して周知することが可能と

なっている． 

図 1の②からは，学習者自身が授業者に対して公

開したデータの確認が可能となっている（ここに登

録されたデータは，授業者と自分自身のみが閲覧可

能）．なお，学習者は，授業者またはクラス全員に対

し，【学習の記録】の中から開示したいデータを精選

して「公開データ」とすることが可能であり（もち

ろん，非公開に戻すことも可能），クラス全員に公開

した場合は，図 1の③から確認することが可能とな

っている（こちらに登録されたデータは，クラス全

員が閲覧可能）．また，「公開データ」の閲覧時には，

コメント機能が提供され，これを用いて，複数のユ

ーザー間でコメントの交換も可能である．学習者は，

グループワークの様々なタイミングにおいて，これ

らの機能を用い，作業の事前準備を進めたり，お互

いのデータを共有したり，意見交換を行ったり，先

生にアドバイスを求めたり，といったことが実行可

能である．なお，これらの機能は，対面でグループ

ワークを行うケースにも，オンラインでグループワ

ークを行うケースにも利用可能であり，ケースに応

じて柔軟に利用することが可能となっている． 

また，図 1の④には，グループとして公開したい

データを検討するための「グループ活動支援ツール」

を設けた．なお，グループは，新規に作成すること

以外にも，適宜，メンバーチェンジや再設定等も可

能となっている． 

なお，これらの「クラスルーム」機能に加えて，

「先生のお勧め」機能も搭載した．これにより，授

業者は，「先生やクラスに公開されたデータ」の中か

らデータを精選し，クラス全員に対し，「お勧めデー

タ」として提供することが可能である．学習者は，

先生から提供された「お勧めデータ」を参考に，自

身の活動を進めることも可能である． 

 

4. おわりに 

本稿では，リフレクション支援ツール「RePraCard」

の「クラスルーム」機能について，報告を行った．

現在，筆頭著者が担当する初年次ゼミ形式の授業「教

養セミナー（前期）」と「人間力セミナー（後期）」

において，RePraCard を活用した授業を進めている

ところである．今後，本実践を通して得られたデー

タの分析を踏まえ，本ツールの有効性の検証を試み

ていく． 
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図 1 「クラスルーム」機能 
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